
のびゆくこどもプラン　小金井（令和７年度～令和１１年度）事業進捗状況評価表１

1　教育・保育施設 資料１ ４

実績数 進捗状況の説明
実績数

A

(実績数
－計画数)

A-B

進捗状況の説明
(確保策推進等についての考え方
に照らし、進捗状況や、実績数と
計画数との乖離理由等について
記載のこと)

令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

1,415 1,304 236 1,190 1,116 1,093 1,068 1,065

幼児期の学校教育の
利用希望が強い

180 272 205 75 70 69 67 67

上記以外 1,235 1,032 31 1,115 1,046 1,024 1,001 998

1,415 1,304 236 1,190 1,116 1,093 1,068 1,065

特定教育・保育施設 180 279 128 151 151 151 151 151

確認を受けない幼稚園 800 590 71 519 519 519 519 519

市外の幼稚園 435 435 37 520 446 423 398 395

0 0 0 0 0 0 0 0

1,887 1,875 190 1,800 1,709 1,702 1,685 1,702

2,308 2,237 △ 36 2,273 2,273 2,273 2,273 2,273

特定教育・保育施設 2,226 2,164 △ 62 2,226 2,226 2,226 2,226 2,226

地域型保育事業 0 0 0 0 0 0 0 0

認可外保育施設 82 73 26 47 47 47 47 47

421 362 △ 226 473 564 571 588 571

244 310 47 257 257 259 263 261

337 309 △ 36 345 345 345 345 345

特定教育・保育施設 296 280 △ 22 302 302 302 302 302

地域型保育事業 23 20 △ 3 23 23 23 23 23

認可外保育施設 18 9 △ 11 20 20 20 20 20

93 △ 1 △ 83 88 88 86 82 84

39.3% 34.2% △3.18% 38.40% 38.30% 38.00% 37.40% 37.70%

２　確保の内容

３号認定
（０歳）

3 保育課

区分
番
号

確保策推進等についての考え方

小金井市における私立幼稚園、国立大学附属幼稚園、認定こども園
（幼稚園分）の定員数の合計は1,164人となっています。幼稚園は、居
住する市区町村以外に所在する園への通園が可能であり、子ども・子
育て支援に関するニーズ調査にもあるように、市内の未就学児童の一
部は市外の幼稚園に通園しています。
今後は、認定こども園の新設や、既存の幼稚園・保育施設が認定こど
も園へ移行を希望する場合の受入れ体制づくりを進め、円滑な認定こ
ども園への移行により幼稚園の利用ニーズに対応します。また、現状
よりも多くの児童が地域の施設に通園できる体制を整えるとともに、既
存の幼稚園に対する認定こども園制度に関する情報提供・周知に努め
ます。
さらに、幼稚園利用ニーズに対する更なる対応や、幼児教育・保育の
無償化の開始に伴い、今まで以上に幼稚園と市との連携を進めていく
必要もあります。私立幼稚園協会等との情報提供・交換による相互理
解、幼稚園各園の共通した課題等に対する支援を行うことにより、教
育・保育の総合的な質の維持、向上を図っていきます。

担当課

私立幼稚園利用者の総数が減少
しており、また約4割の利用者が
市外の幼稚園に通園している状
況は変わっていない。引き続き、
既存園の意向を尊重しながら、認
定こども園等への移行への対応
ができるよう検討を進めていく。

令和8年度進捗状況

１　必要利用定員総数

２　確保の内容

保育課1

過不足（２-１）

2

２号認定
（満３歳以
上、保育
所を利用
希望）

保育課

１号認定
（満３歳以
上、幼稚
園を利用
希望）

令和５年度及び令和６年度に待機児童数ゼロを達成しました。
共働き家庭等の増加に加え、幼児教育・保育の無償化の開始
によって、今後も引き続き一定の保育ニーズがあるものと見込
まれるため、引き続き保育ニーズの動向を注視してまいりま
す。
保育定員の確保数については、定員に空きが生じている年齢
もあり、新規開設は行わず、今後、各年齢の定員数に対し柔軟
に対応できるよう計画数を見込みます。

保育利用率

１　必要利用定員総数

２　確保の内容

過不足（２-１）

過不足（２-１）

前年度まで待機児童数は0名が
続いていたが、前年度から申請者
が大幅に増加し、令和7年4月現
在の待機児童数は6名となった。
未就学児の人口減少が見込まれ
る中、定員の適正化が課題とな
る。

令和7年度進捗状況 計画数（B）

量の見込みと確保の内容

１　必要利用定員総数
令和8年4月より１園が新制度移
行した。私立幼稚園利用者の総
数が減少しており、また約4割の
利用者が市外の幼稚園に通園し
ている状況は変わっていない。引
き続き、既存園の意向を尊重しな
がら、認定こども園等への移行へ
の対応ができるよう検討を進めて
いく。

前年度から申請者が増加し、令和
8年4月現在の待機児童数は10名
となった。
未就学児の人口減少が見込まれ
る中、定員の適正化が課題とな
る。
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のびゆくこどもプラン　小金井（令和７年度～令和１１年度）事業進捗状況評価表１

659 673 64 585 590 598 609 614

630 622 △ 5 627 627 627 627 627

特定教育・保育施設 548 541 △ 6 547 547 547 547 547

地域型保育事業 46 48 2 46 46 46 46 46

認可外保育施設 36 33 △ 1 34 34 34 34 34

△ 29 △ 51 △ 69 42 37 29 18 13

68.3% 69.8% 2.2% 69.2% 69.1% 68.4% 67.6% 67.5%

648 661 △ 26 659 664 674 687 690

697 698 △ 4 702 702 702 702 702

特定教育・保育施設 625 613 △ 12 625 625 625 625 625

地域型保育事業 40 41 1 40 40 40 40 40

認可外保育施設 32 44 7 37 37 37 37 37

49 37 22 43 38 28 15 12

75.8% 78.7% 2.9% 77.7% 77.4% 76.6% 75.8% 75.6%

令和５年度及び令和６年度に待機児童数ゼロを達成しました。
共働き家庭等の増加に加え、幼児教育・保育の無償化の開始
によって、今後も引き続き一定の保育ニーズがあるものと見込
まれるため、引き続き保育ニーズの動向を注視してまいりま
す。
保育定員の確保数については、定員に空きが生じている年齢
もあり、新規開設は行わず、今後、各年齢の定員数に対し柔軟
に対応できるよう計画数を見込みます。5

３号認定
（２歳）

保育課

１　必要利用定員総数

２　確保の内容

過不足（２-１）

保育利用率

4
３号認定
（１歳）

保育課

１　必要利用定員総数

２　確保の内容

保育利用率

過不足（２-１）

2


